
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
参
照
条
文

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
抄
）

１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
抄
）

１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
抄
）

１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
（
抄
）

１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
海
賊
行
為
の
処
罰
及
び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
五
号
）
（
抄
）

２
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○
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
抄
）

第
一
条

左
ノ
船
舶
ヲ
以
テ
日
本
船
舶
ト
ス

一

日
本
ノ
官
庁
又
ハ
公
署
ノ
所
有
ニ
属
ス
ル
船
舶

二

日
本
国
民
ノ
所
有
ニ
属
ス
ル
船
舶

三

日
本
ノ
法
令
ニ
依
リ
設
立
シ
タ
ル
会
社
ニ
シ
テ
其
代
表
者
ノ
全
員
及
ビ
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
役
員
ノ
三
分
ノ
二
以
上
ガ
日
本
国
民
ナ
ル
モ
ノ
ノ
所
有
ニ
属
ス
ル
船
舶

四

前
号
ニ
掲
ゲ
タ
ル
法
人
以
外
ノ
法
人
ニ
シ
テ
日
本
ノ
法
令
ニ
依
リ
設
立
シ
其
代
表
者
ノ
全
員
ガ
日
本
国
民
ナ
ル
モ
ノ
ノ
所
有
ニ
属
ス
ル
船
舶

○
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
抄
）

（
正
当
防
衛
）

第
三
十
六
条

急
迫
不
正
の
侵
害
に
対
し
て
、
自
己
又
は
他
人
の
権
利
を
防
衛
す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
に
し
た
行
為
は
、
罰
し
な
い
。

２

防
衛
の
程
度
を
超
え
た
行
為
は
、
情
状
に
よ
り
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
緊
急
避
難
）

第
三
十
七
条

自
己
又
は
他
人
の
生
命
、
身
体
、
自
由
又
は
財
産
に
対
す
る
現
在
の
危
難
を
避
け
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
に
し
た
行
為
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
害
が
避

け
よ
う
と
し
た
害
の
程
度
を
超
え
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、
罰
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
程
度
を
超
え
た
行
為
は
、
情
状
に
よ
り
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
業
務
上
特
別
の
義
務
が
あ
る
者
に
は
、
適
用
し
な
い
。

○
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
抄
）

（
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
特
則
）

第
五
十
条
の
二

実
包
又
は
政
令
で
定
め
る
火
薬
で
あ
つ
て
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
に
規
定
す
る
け
ん
銃
等
又
は
猟
銃
に
も
つ
ぱ

ら
使
用
さ
れ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
第
十
七
条
（
第
一
項
第
四
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
中
「
経
済
産
業
省
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
内
閣
府
令
」

と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
け
ん
銃
等
、
猟
銃
又
は
古
式
銃
砲
に
使
用
し
又
は
使
用
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
空
包
、
銃
用
雷
管
又
は
政
令
で
定
め
る
火
薬
の
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
又
は
消
費
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

（
略
）

○
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
（
抄
）

（
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
許
可
の
基
準
の
特
例
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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一
・
二

（
略
）

三

銃
砲
、
刀
剣
類
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
準
空
気
銃
又
は
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
刃
物
（
第
二
十
四
条
の
二
に
お
い
て
「
銃
砲
刀
剣
類
等
」
と
い

う
。
）
を
使
用
し
て
、
前
号
に
規
定
す
る
罪
以
外
の
凶
悪
な
罪
（
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
も
の
に
限
る
。
）
で
政

令
で
定
め
る
も
の
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

３
～
６

（
略
）

（
記
録
票
の
作
成
等
）

第
二
十
八
条

第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
銃
砲
（
火
な
わ
式
銃
砲
等
の
古
式
銃
砲
を
除
く
。
）
を
管
理
す
る
責
任
を
有

す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
銃
砲
の
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
そ
の
管
理
す
る
銃
砲
に
関
す
る
記
録
票
を
作
成
し
、

か
つ
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

銃
砲
の
管
理
責
任
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
そ
の
管
理
す
る
銃
砲
の
種
別
、
名
称
、
型
及
び
番
号
を
国
家
公
安
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

○
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
認
知
症
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
等
）

第
五
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
被
保
険
者
に
対
し
て
認
知
症
（
脳
血
管
疾
患
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
そ
の
他
の
要
因
に
基
づ
く
脳
の
器
質
的
な
変
化
に
よ
り
日

常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
程
度
に
ま
で
記
憶
機
能
及
び
そ
の
他
の
認
知
機
能
が
低
下
し
た
状
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
認
知
症
の
予
防
、
診
断
及
び
治
療
並
び
に
認
知
症
で
あ
る
者
の
心
身
の
特
性
に
応
じ
た
介
護
方
法
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
並
び
に
そ

の
成
果
の
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
認
知
症
で
あ
る
者
の
支
援
に
係
る
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

○
海
賊
行
為
の
処
罰
及
び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
五
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
海
賊
行
為
」
と
は
、
船
舶
（
軍
艦
及
び
各
国
政
府
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶
を
除
く
。
）
に
乗
り
組
み
又
は
乗
船
し
た
者
が
、
私
的

目
的
で
、
公
海
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む
。
）
又
は
我
が
国
の
領
海
若
し
く
は
内
水
に
お
い
て
行
う
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
の
行
為
を
い
う
。

一

暴
行
若
し
く
は
脅
迫
を
用
い
、
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
人
を
抵
抗
不
能
の
状
態
に
陥
れ
て
、
航
行
中
の
他
の
船
舶
を
強
取
し
、
又
は
ほ
し
い
ま
ま
に
そ
の
運
航

を
支
配
す
る
行
為

二

暴
行
若
し
く
は
脅
迫
を
用
い
、
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
人
を
抵
抗
不
能
の
状
態
に
陥
れ
て
、
航
行
中
の
他
の
船
舶
内
に
あ
る
財
物
を
強
取
し
、
又
は
財
産
上
不

法
の
利
益
を
得
、
若
し
く
は
他
人
に
こ
れ
を
得
さ
せ
る
行
為

三

第
三
者
に
対
し
て
財
物
の
交
付
そ
の
他
義
務
の
な
い
行
為
を
す
る
こ
と
又
は
権
利
を
行
わ
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
た
め
の
人
質
に
す
る
目
的
で
、
航
行
中
の
他
の
船
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舶
内
に
あ
る
者
を
略
取
す
る
行
為

四

強
取
さ
れ
若
し
く
は
ほ
し
い
ま
ま
に
そ
の
運
航
が
支
配
さ
れ
た
航
行
中
の
他
の
船
舶
内
に
あ
る
者
又
は
航
行
中
の
他
の
船
舶
内
に
お
い
て
略
取
さ
れ
た
者
を
人
質
に

し
て
、
第
三
者
に
対
し
、
財
物
の
交
付
そ
の
他
義
務
の
な
い
行
為
を
す
る
こ
と
又
は
権
利
を
行
わ
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
行
為

五

前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
係
る
海
賊
行
為
を
す
る
目
的
で
、
航
行
中
の
他
の
船
舶
に
侵
入
し
、
又
は
こ
れ
を
損
壊
す
る
行
為

六

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
海
賊
行
為
を
す
る
目
的
で
、
船
舶
を
航
行
さ
せ
て
、
航
行
中
の
他
の
船
舶
に
著
し
く
接
近
し
、
若
し
く
は
つ
き
ま
と

い
、
又
は
そ
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為

七

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
海
賊
行
為
を
す
る
目
的
で
、
凶
器
を
準
備
し
て
船
舶
を
航
行
さ
せ
る
行
為


